
































はない白人であるが、アトナ・アサバスカによって養子として迎えられ、既 数十年も トナであることを自称している。氏のアトナ語能力に関し は 私は知る由もないが、たとえ英語を主体にイ タビューしたもの った しても、アトナの古老か 実際に聞き書きしたこと 確かである。どちらの本も、先住民語と英語の対訳になっていないことは、言語学徒にとっては残念 し また
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